
 

 

 

 

 

 

 

 

家庭と学校は車の両輪！です 

 
               旭川市立永山南小学校長  成 瀬 隆 宏 

 

先日、4月に入学してくる 1年生とその保護者向けに「1 日入学・保護者説明会」を実施しました。その中で、新

1年生の保護者の皆様に向けてお話しさせていただく時間をいただきました。以下、その内容をここに載せま

す。 

 

  私は３６年間小学校で働いてきましたが、その中で多くの子供たちと出会ってきました。「この子は何 

でこんなに、最後まで頑張れるのだろう？」「どうしてこんなに友達に好かれるのだろう？」「なぜいつ 

も思いやりあふれる言動をとれるのだろう？」と感心させられる子供にもたくさん出会いました。その子 

たちが大人になって再会すると、確実に幸せで豊かな人生を送っているのです。 

教職も年数を重ねて中堅になった頃、そのような子供に共通していることがやっと分かりました。それ 

は『子供の頃に親(家族)から愛情をたっぷりもらっている』ということです。『愛情』というと…かわい 

いのでギュッと抱きしめる、とにかく本人が喜ぶことをしてあげる…などが頭に浮かんできます。しかし 

その子供たちがもらっていた愛情はそれだけではありません。（この愛情だけなら、おじいちゃんおばあ 

ちゃんがいれば事は足ります） 

他にもらっていた愛情とは… 

○辛いことや大変なことを経験させる。（大人が先回りして困難や難題を取り去らない！） 

○自分の力で挑戦したり、最後まで諦めずに頑張り抜いたりできるよう支え、励ます。 

○人の道に外れた言動等があったときは、しっかりと叱り（怒るではない）反省させる。 

などがあります。これらも子供がよい人生を送るための絶対に不可欠な親からの「愛情」であると言えま 

す。 

 

 学校で行う教育の土台になるのは、何と言っても家庭での教育です。 

家を建てることに例えると、「腕のある大工さん、一流の道具、最高級な材料を揃え 

たとしても、家を建てる土地（土台）がぬかるんでいたら……」ということです。よりよい家庭教育が土

台となり、その上で学校教育が機能します。どちらか１つではだめで、双方の相乗効果で子供が成長して

いくのです。まさに家庭と学校は車の両輪なのです。家庭と学校がしっかりと手を組むことでよいチーム

になり、それぞれがやるべきことを完遂できれば、お子さんの人生は必ず豊かなものになります。 

 

学校教育（義務教育）の目指すゴールは、子供が自分の人生を自分で切り拓いて自分の足で歩いて行け 

るようにすること、すなわち『自立』させること。これに尽きます。変化の激しいこれからの社会を、自 

分の力でたくましく歩んでいける子供を育成するため、私たちも教育的な愛情をもって全力でお子さんを 

支えていきます。各ご家庭でも、先ほどお伝えしたいろいろな愛情でお子さんをしっかりと支えてくださ 

い。ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

校長という立場で仕事をさせていただいていますので、僭越
せんえつ

ですがこのようなお話をさせていただきま

した。保護者の皆様にもぜひ伝えておきたいと思い、ここにも掲載することにしました。 

 子供は育てたようにしか育ちません。我々大人の責任は重大です。子供たちの幸せと未来のために、今後

ともご協力をお願いいたします。 

 
 
 

令和６年度 旭川市立永山南小学校 学校通信  ２月号     ２月２８日発行 

永山南小学校教育目標  

令和６年度 重点教育目標 『学び合い 助け合い 磨き合う 南っ子の育成』 
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例年に比べ暖かく，ゲレンデコンディションも心配さ
れましたが，短い冬のスポーツに親しむことができまし
た。1年生も築山で熱心に練習に励みました。 

 
１９日（水）第４５回卒業式 

３日（月）PTA 交通安全ボランティア登校時・下校時   （午前授業 １～３年生 臨時休業） 
放課後巡視                ２０日（木）春分の日  

４日（火）6 年生を送る会               ２５日（火）修了式・離任式（午前授業） 
５日（水）中学校乗り入れ授業（6 年生）       ２６日（水）年度末休業 （～３／３１） 

１４日（金）卒業式総練習（4，5，６年生）          ４月７日（月）令和７年度始業式 

 

冬休み明けに，今年度最後の「生活リズムチェックシート」
「ＬＳチャレンジシート」を，各ご家庭にご協力いただき，お
子様と一緒に取り組んでいただきました。 
右のグラフは，今回の「テレビ・ゲームの利用時間」を示し

たものです(1年生は時間を記入しておりませんので除いてい
ます)。夏休み明けに実施したものと比較すると，1時間以上
利用した児童の割合が少し増え，2 時間以上利用した児童の
割合が，昨年度と比べ減っていることもわかりました。日々
メディアに触れるのは必然的といっても過言ではない時代の
中，ご家庭でのご指導あっての結果です。今後もご協力よろ
しくお願いいたします。 

  

 

今年度最後の参観日を実施することができまし
た。学年末となり，この１年間の成長した子どもた
ちの姿を御覧いただくことができました。その後の
学年・学級懇談にも多くの保護者の皆様にご参加い
ただきました。ありがとうございました。 

 
 

幼保・小の連携を深める授業参観と懇談会 
小学校から中学校へのスムーズな接続を行って

いくために，永山地区の小学校・中学校が学習や生
活の取組について検討し，連携して進めています。  
今年度は2月１８日(火)に永山南中学校から先 
 

永山地区小・中の連携合同会議 

1，2 年生の授業参観を
実施しました。各園の先生
方からは，子どもたちの成
長した姿への感心のお言
葉をいただきました。その
後の懇談でも幼・保と小で
情報交流をしました。 

横のつながりを大
切に，今年度最後の
児童会活動が行われ
ました。1，2年生，
3，5年生，4，6年
生と学年を超えて
「木とリス」という
遊びで交流しまし
た。 

現１年生と4月から最上級生となる５年生が制作
や運動で交流しました。元気いっぱいの新１年生と
立派なお兄さんお姉さんの姿が印象的でした。4月
からの活躍が楽しみです。 

 
 

生が来校し，５・６年生を対象にし
た「中学校教室」と，３月５日(水)
に，６年生を対象に数学科の「乗り
入れ授業」を実施する予定です。 

青 30 分以内，赤 30 分～1 時間以内，灰 1～2 時間以内，黄 2 時間以上 


